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◎ [Teamわんこそば] の構成について
自社でシステム開発を行っている会社にて
[製品の検査 / 品質担保]を行う部門に所属するメンバーから選抜

→ 前回参加者2名＋初参加メンバー4名の計6名
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1. チーム紹介

◎ 参加の目的
前回大会の学びを活かし、新規性のあるテスト設計に挑戦する！！
 生成AIを積極的に取り入れ、メンバー全員がAI活用のスキルを高められるよう取り組む
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生成AIを積極的に活用したテスト設計

2. コンセプト

これまで社内で活用経験が少なかった生成AIを積極的に活用し、分析
及びテスト設計を行う
生成AIによる分析を行うことによって、様々なケースを想定した抜け漏れ
の少ないテスト設計を行う 

⇒「予期せぬパターン」による障害流出リスクを最小限に抑える 
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3. 作業方針の策定
◆ 目的達成のために必要な行動方針
前述の『目的』を達成するための活動に取り組むにあたり、
テスト設計の内容を後工程（実施）まで考えた際に、
より『実現可能な内容』に落とし込むため、下記の「方針」を定めて作業を進めることとした。

① AIを積極的に活用する ★コンセプトを踏襲
 プロンプトの記述をチーム内で統一する
 AIが作成した資料を必ず理解した上で必要に応じて修正する

② 進捗報告では成果物だけでなく、プロンプトも含めて報告
 プロンプトの記述に問題が無いか随時チェック
 想定通りの成果物が作成されない場合チーム全体でプロンプト改善の検討を行う

 これにより、AI活用のノウハウを蓄積し成果物の水準を一定にする

【
作
業
方
針
】
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ここまでの『作業方針』を基に、具体的な作業内容の検討を行い、
下記のようなステップで作業を行うことで、テスト設計を進めた。

4. 作業内容の紹介

◆テスト設計の大まかな流れ

重点確認すべき品質観点
- 入場者の利便性
- 動物園運営の継続性
- 将来の運用拡張性

アーキテクチャ層に構造化
- 業務価値
- 業務ルール
…ほか多数
変更点・リスク・優先度の洗い
出し

要求分析 アーキテクチャ設計 テスト詳細設計

以降のスライドにて、各ステップ内で作成した成果物を参考にしながら説明を行う

製品価値を守るための確認観点
- 販売機会の損失を防ぐ
- 正規利用者を確実に入場させる
- 入場運用を円滑に維持する
…ほか多数

変更影響分析・リグレッション観
点の洗い出し

詳細なテストケースへの落とし込
み
- 手順・期待結果の記述
- 観点ID・優先度の紐づけ

テスト実施計画への反映



要求分析
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入場者の利便性、動物園運営の継続性、将来の運用拡張性を確保するため、重点的
に確認すべき品質観点を整理。

8

◆ 品質保証方針を策定

4. Step1 要求分析_品質保証方針サマリ

重点確認すべき品質観点
- 入場者の利便性
- 動物園運営の継続性
- 将来の運用拡張性

製品価値を守るための確認観点
- 販売機会の損失を防ぐ
- 正規利用者を確実に入場させる
- 入場運用を円滑に維持する
…ほか多数

要求分析



製品価値を守るため、販売、発券、入場、表示、運用、障害復旧、変更耐性の各領域
で確認方針を設定。
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◆ 各領域ごとに確認方針を設定

4. Step1 要求分析_確認方針の拡充

重点確認すべき品質観点
- 入場者の利便性
- 動物園運営の継続性
- 将来の運用拡張性

製品価値を守るための確認観点
- 販売機会の損失を防ぐ
- 正規利用者を確実に入場させる
- 入場運用を円滑に維持する
…ほか多数

要求分析



アーキテクチャ設計
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8つのアーキテクチャ層に構造化
 各アーキテクチャ層ごとにテスト方針・リスク・優先度を設定

4. Step2 アーキテクチャ設計_構造化

アーキテクチャ層に構造化
- 業務価値
- 業務ルール
…ほか多数

変更点・リスク・優先度の
洗い出し

アーキテクチャ設計

変更影響分析・リグレッショ
ン観点の洗い出し



12

今回の変更点がどのアーキテクチャ層へ影響するかを確認し、テスト範囲を設定

4. Step2 アーキテクチャ設計_リグレッション

アーキテクチャ層に構造化
- 業務価値
- 業務ルール
…ほか多数

変更点・リスク・優先度の
洗い出し

アーキテクチャ設計

変更影響分析・リグレッショ
ン観点の洗い出し



テスト詳細設計
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4. Step3 テスト詳細設計_テストケース作成

テスト詳細設計
詳細なテストケースへの落とし込
み
- 手順・期待結果の記述
- 観点ID・優先度の紐づけ

テスト実施計画への反映

各アーキテクチャ層ごとに詳細なテストケースを作成

…ほか多数
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4. Step3 テスト詳細設計_テスト実施計画

テスト詳細設計
詳細なテストケースへの落とし込
み
- 手順・期待結果の記述
- 観点ID・優先度の紐づけ

テスト実施計画への反映

詳細設計からテスト実装へ移行。

…ほか多数
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• ただし、今回作成した要求分析・アーキテクチャ設計を基にテスト詳細設計を突き詰めれば
[だんだん動物園-入場システム]の改修に対する品質担保は達成可能と考える

5. まとめ

最終的な成果物を振り返ると...

本活動では『要求分析→アーキテクチャ設計→詳細設計』という流れで
テスト設計を進め、最終的な各成果物の作成を行った。

• 反省点としては、「要求分析」「アーキテクチャ設計」とは何かの学習から始めたため、要求分析・アーキ
テクチャ設計に時間がかかってしまい、詳細設計に割く時間が足りなかった。
 決勝では詳細設計を突き詰め、最終成果物の完成を目指す。

• また、前回参加時にご指摘いただいた資料間のトレーサビリティを意識して作業を進めたため、内
容を追いやすい資料構成になっていると考える



ご清聴ありがとうございました
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